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【開催日】 令和３年５月２５日（火） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時５０分～午後２時３分 

【出席委員】 

分科会長 河 野 朋 子 副分科会長 伊 場   勇 

委員 奥   良 秀 委員 笹 木 慶 之 

委員 中 岡 英 二 委員 長谷川 知 司 

委員 山 田 伸 幸   
 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

副議長 矢 田 松 夫   
 

【執行部出席者】 

総務部長 川 地   諭 総務部次長兼人事課長 辻 村 征 宏 

総務課防災危機監理監 末 永 和 義 総務課長 田 尾 忠 久 

総務課課長補佐兼総務係長  奥 田 孝 則 総務課総務係兼庁舎耐震対策室主任主事  田 島 正 秀 

総務課危機管理室長 境 田 公 嗣 総務課危機管理室主事 松 岡 祥 吾 

人事課主幹 光 井 誠 司 人事課人事係長 藤 田 浩 子 

人事課給与係長 室 本   祐 企画部長 清 水   保 

企画部次長兼情報管理課長  山 根 正 幸 企画部次長兼企画課長 和 西 禎 行 

デジタル推進室長 九 島 美 波 企画課主幹 工 藤   歩 

企画課主査兼政策調整係長  佐 貫 政 彰 財政課長 山 本   玄 

財政課課長補佐 村 長 康 宣 教育長 長谷川   裕 

教育部長 岡 原 一 恵 教育次長兼教育総務課長 吉 岡 忠 司 

学校教育課長 長 友 義 彦 学校教育課主幹 小 野 雅 弘 

学校教育課主幹 角   紀 子 社会教育課長 舩 林 康 則 

社会教育課課長補佐兼青少年係長  池 田 哲 也 社会教育課公民館係長 柿 並 健 吾 

社会教育課文化財係長 安 藤 知 恵 中央図書館長兼厚狭図書館長 山 本 安 彦 
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中央図書館副館長 平 中 孝 志 厚狭図書館副館長 坂 根 良太郎 

選挙管理委員会事務局長 亀 田 政 徳 選挙管理委員会事務局主査  石 橋 啓 介 
 

【事務局出席者】 

事務局長 尾 山 邦 彦 主査兼議事係長 中 村 潤之介 
 

【審査内容】 

１ 承認第３号 令和３年度山陽小野田市一般会計補正予算（第３回）に関す

る専決処分について 

２ 議案第４６号 令和３年度山陽小野田市一般会計補正予算（第４回）につ

いて 

 

午前９時５０分 開会 

 

河野朋子分科会長 ただいまから一般会計予算決算常任委員会総務文教分科会

を開会します。審査に入る前に自己紹介があるようですので、よろしく

おねがいします。 

 

九島デジタル推進室長 おはようございます。今年の４月７日からデジタル推

進室長を拝命いたしました九島と申します。今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。出向元の会社ですが、日本情報通信株式会社と申しま

して、こちらの会社は、１９８５年にＮＴＴ民営化後、初の子会社とい

うことで、ＮＴＴと日本ＩＢＭの合弁会社として設立した会社で、そち

らから参りました。私自身としては、直近までは主にマーケティング活

動を主体とする事業に携わっておりまして、それまではシステムの運用

系の営業等も担当してまいりました。御市のために、これからデジタル

化を進めるに当たって、努力をしてまいりたいと思います。引き続き御

指導、御鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

河野朋子分科会長 新しくできましたデジタル推進室の室長より、御挨拶いた

だきました。それでは審査に入りたいと思います。審査内容１番、承認
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第３号について審査します。それでは、審査番号①番の歳入に係る説明

から入りますので、よろしくお願いします。 

 

山本財政課長 それでは、承認第３号令和３年度山陽小野田市一般会計補正予

算（第３回）の歳入のうち、一般財源につきまして御説明します。補正

予算書の５ページ、６ページをお開きください。１９款１項１目１節の

財政調整基金繰入金につきましては、この度の補正の財源調整として

１５６万４，０００円を減額するものです。なお、この度の補正により

まして、財政調整基金の令和３年度末の予算上の残高は３４億８６６万

５，０００円となります。一般財源に係る説明は以上です。 

 

河野朋子分科会長 続きまして、歳出に係る説明をお願いします。 

 

和西企画部次長兼企画課長 それでは審査番号①の（２）、承認第３号令和３

年度山陽小野田市一般会計補正予算（第３回）に係る専決処分のうち、

歳出に係る御説明をさせていただきます。補正予算書は７ページ、８ペ

ージをお開きください。補正予算の内容といたしましては、デジタル推

進室の設置に伴う民間人材の登用に当たり、当初予算の編成時において

は、必要となる経費を人件費として計上していたところですが、負担金

による支出へと予算の組替えを行ったものです。民間企業の方をデジタ

ル推進室長として本市にお招きするに当たって、当初は、市の職員の身

分を有し、市から給与等を支払うよう予定しておりました。しかしなが

ら、その後、日本情報通信株式会社との協議を進める中で、本来の所属

である民間企業における身分を保有したまま、本市には「派遣」といっ

た形で来ていただくこととなったため、市から個人に対してではなく、

相手先企業に対して必要経費を支払うことが可能となるよう、負担金と

して予算の組替えを行っています。まず、予算の減額分としましては、

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、２節給料から１８節負

担金、補助及び交付金までの全額、１，１６８万４，０００円を減額さ

せていただきます。次に、組替え後の歳出補正予算としまして、２款総
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務費、１項総務管理費、９目企画費、１８節負担金、補助及び交付金に、

デジタル専門人材派遣負担金として１，０１２万円を計上しております。

なお、雇用形態の変更に伴い、予算額が総額で１５６万４，０００円の

減となっております。これは、人件費としての予算要求時には、市とし

て既に実績のある県職員受入時と同様の考え方をもって、各種手当等に

ついても、フルパッケージを見込んだ編成としていたところですが、派

遣元の民間企業との間で協議を進める中で、負担金の予算額が実際の給

与等相当分に精査されたことによるものです。説明は以上です。御審査

のほど、よろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 歳入と歳出に係る説明を受けましたので、質疑を受けたい

と思います。質疑はありますか。 

 

山田伸幸委員 これは単年度の補正予算ということで説明を受けたんですが、

今後、どういった形態になっていくのか。何年かにわたってデジタル専

門人材の派遣を受け入れていくような考えでおられるのか。いかがでし

ょうか。 

 

和西企画部次長兼企画課長 今回の日本情報通信株式会社との契約の中では、

令和４年度までの２年間の契約ということで派遣していただいていると

ころです。その後につきましても、市といたしましては、デジタル技術

に関連しての市政運営というのは進めていかなければなりませんので、

何らかの形で、その後も継続できればと思っているところです。 

 

山田伸幸委員 デジタルというのは私にとっては大変分かりにくい分野で、こ

の間からいろいろお聞きしているんですけれど、具体的にはどういった

ことをこの職種の方に担っていただこうとしているのか。その点、説明

してください。 

 

九島デジタル推進室長 今年始まって参ったばかりですので、市の業務等につ
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いてもまだ分かっていないところではありますが、今年４月から早速始

めたことといたしましては、庁内の全４５課に対してデジタル化につい

てのアンケートを実施させていただいて、ヒアリングを先週から始めた

ところです。こちらを７月上旬まで行いまして、その後、要望を取りま

とめたり課題の整理を実施したりして、各課と調整を行った上で、優先

度、重要度、緊急度、補助金措置等を勘案して、導入可能なデジタル化

の技術調査を行った上で、令和４年度に導入計画を策定していきたいと

思っております。９月１日にはデジタル庁も開設される予定となってお

り、国を挙げてのデジタル化の流れは、今後更に進むものと考えられま

すので、県、市、町に加えて、民間も含めた多様主体と連携、協働しな

がら、地域課題の解決や新しいＤＸ創出へ向けて尽力していきたいとい

うふうに考えております。 

 

山田伸幸委員 もう既に積極的に取り組まれているというのは分かってきまし

た。山陽小野田市は、今まで業務システムというのは全部委託をして、

なかなか職員が直接携わる部分が少なかったと思うんですけど、実際に

ヒアリング等をされて、今の山陽小野田市の課題というのが見えてきて

おられたら、その点ちょっと御披露いただければと思います。 

 

九島デジタル推進室長 議会が始まるということで、先週５課だけ対応したと

ころです。本格的には６月、７月前半に入ってからということで、現段

階で見えてきているところを申し上げられないかなと思っております。 

 

長谷川知司委員 ２年は大変でしょう。御苦労様です。やはり内部の人材育成

ということを考えたときに、今の室長はいらっしゃるんですけど、その

室員はどういう体制か教えてください。 

 

和西企画部次長兼企画課長 現在、九島室長の配下に二人の専属の職員を配置

しております。一人は昨年企画課でデジタル担当していた職員、もう一

人は情報管理課の職員で、それぞれ知識があり、業務に精通している人
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間を九島室長の配下にしておりまして、デジタル推進室の体制を整えた

ところです。 

 

長谷川知司委員 二人でいいかどうかということもありますし、今後、人材育

成であれば、もっと幅広く人を増やすか、兼務という形ででも情報管理

課と連携を取れる状態にされておくべきだと思いますが、そういう方向

はありますか。 

 

和西企画部次長兼企画課長 ちょっと申し足りなかったんですが、兼務辞令で

企画課の職員が２名、これも昨年デジタル担当をしていた人間です。そ

れから情報管理課でも兼務が２名。九島室長の上というわけじゃないん

ですが、ラインとしては山根企画部次長兼情報管理課長、そして私とい

うことで、総勢９名でデジタル推進室は体制を組んでいるところです。

この９人で、まだ４月から間はないんですが、協議を進めながら、業務

に当たっているところです。 

 

笹木慶之委員 当初、直接雇用ということで、市の職員として任用して業務し

てもらうということが、派遣という形になったようですが、そのことに

よって、いわゆる地方公務員として課せられている義務であるとか、い

ろんな諸要件があろうと思いますが、その辺りの整理はどのようにして

おられますか。 

 

佐貫企画課主査兼政策調整係長 基本的には身分は民間の職員となりますので、

雇用は民間の職員でありますが、ただ、地方公務員の規定というのを遵

守していただくということと、特に個人情報保護等の規定については、

市の規定に従っていただくこと、市の業務の形態にも従っていただくよ

うに契約で結んでおります。 

 

笹木慶之委員 今までこういう形の派遣というか、実働というのはなかったよ

うに思いますが、その点はいかがでしょうか。 
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和西企画部次長兼企画課長 今回、人事課も九島室長を招へいするに当たって

の契約事務に入ってもらったんですが、人事課いわく、こういう形での

派遣の形態というのは初めてということです。 

 

笹木慶之委員 御本人がおられる前だから言っているわけじゃないんですが、

市としての機能の問題だから言っているわけで、御本人に迷惑が掛かっ

てもいけないから、その辺りがきちんと整理されているかどうかという

ことのために聞いているわけです。それが本当にきちんと契約の中にう

たわれていて、何ら問題がなければ問題ないんですが、後から、ああだ

こうだということになってはいけませんから、確認しているわけです。

問題ありませんね。 

 

和西企画部次長兼企画課長 今回、日本情報通信株式会社とは、労働者派遣基

本契約書というのを交わしまして、その中で指揮命令について、それか

ら、業務上の災害等についてというような項目についてはしっかり定め

させていただきまして、日本情報通信株式会社とは、契約を取り交わし

たという経緯があります。委員が言われるところにつきましても、今回

契約に当たって何回か会社と詰め、それで、今回基本契約書の契約に至

っておりますので、問題はないようになっていると思っております。 

 

笹木慶之委員 そういうことであれば、最初から、その説明をきちんとされな

いと、何かただ話合いの中でこういう形になったということだけでは、

地方自治体としての機能にも及ぶことがあるかもしれませんから、それ

から先は言いませんけど、しっかりされておれば結構だと思います。一

応申し上げておきます。 

 

山田伸幸委員 室長にお伺いしたいんですけど、私たちの手元にたくさんのペ

ーパーがあって、これで審査等をしていますが、出向元の会社なんかで、

ペーパーレス化をされていると思います。実際に御覧になって、どのよ
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うな感想をお持ちか、お答えいただけますか。 

 

河野朋子分科会長 直接議案とは関係ありませんが、特別にどうぞ。 

 

九島デジタル推進室長 出向元の会社では、ペーパーレス化はもちろん、コス

ト削減みたいなところと、環境にもよくないということから、ＩＳＯ準

拠という面からも、なるべく紙を使わないで、ペーパーレスが基本で、

本当にお客様のところにお持ちする提案書等以外は、基本的には紙を出

さないというような体制です。出す場合であっても、社内の資料であれ

ば、集約印刷、２面であるとか、両面印刷というのを心掛けてやってい

ます。いろいろな事情がありますので、なかなか急にすぐにというわけ

にはいかないのかもしれないんですけれども、その辺りも含めて支援し

ていければいいかなと考えております。 

 

河野朋子分科会長 議案について質疑を続けたいと思います。 

 

奥良秀委員 室長が来られて、パソコンを使われていると思うんですが、これ

というのは、市のパソコンでしょうか。それとも派遣元のパソコンを使

われているんでしょうか。 

 

九島デジタル推進室長 現状、使わせていただいているのは、市からお借りし

ているパソコンを利用させていただいています。 

 

奥良秀委員 こういうことはないとは思うんですが、よくあるのが、情報漏え

いで、例えば最近でも大手の、要は物を売るところからかなりの情報が

漏えいしたということがあります。民間活用でトップクラスのところか

ら派遣を受けられて、今からデジタル化が進んでいくのはいいことなん

ですが、市には、そういうふうな個人情報等々、機密事項がかなりある

中で、派遣社員として来られているんであれば、もしかしたら、親会社

というか、そういったところともやはりやり取りがあると思うんです。
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そういったところの体制というのは万全と考えてよろしいでしょうか。 

 

清水企画部長 御心配というのは重々分かります。私どもとしても、和西が答

えましたとおり、契約の中でしっかり情報の保持というものについては、

確保するようにしております。派遣元と実際契約するということについ

ては、九島室長本人のみならず、派遣先の企業のノウハウというものも

しっかりこちらのほうに出していただいて、活用させていただくという

ことで、今回の派遣の方法も変わったということがありますので、その

辺りしっかり情報の管理につきましては、これからも続けてまいりたい

と思っております。 

 

河野朋子分科会長 ほかに質疑はよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

それでは承認第３号についての審査を以上で終わりたいと思います。議

案第４６号の審査につきましては１０時２０分から再開しますので、よ

ろしくお願いします。 

 

午前１０時９分 休憩 

 

午前１０時２０分 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは分科会を再開します。議案第４６号について審査

を行います。ここでは、審査対象事業がありますので、審査対象事業を

先に説明していただき、質疑を行って、その後に歳入歳出についての質

疑を続けますのでよろしくお願いします。それでは、審査番号①番の中

の事業番号１番、防災気象情報システム導入事業です。これについての

説明から入りたいと思います。 

 

田尾総務課長 それでは、審査事業１番、防災気象情報システム導入事業につ

いて御説明します。資料については、１ページから４ページまでとなり
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ます。３ページ、４ページを中心に説明させていただきますので、お開

きください。まず事業概要です。本市の二級河川には、一部に防災気象

情報の収集のため、河川カメラ及び簡易水位計が設置してあります。し

かし、多くの二級河川には未設置であり、早急の整備が望まれます。そ

こで本事業により、６河川に河川カメラを、２河川に簡易水位計を新た

に整備します。これにより河川の状況を確認することができ、危険を冒

して職員を派遣する必要がなくなるとともに、災害時の避難情報の発令

判断を早めることができると考えております。また、収集した情報を、

市ホームページに掲載し、市民の皆様の閲覧が可能になることで、自助・

共助による避難行動を促すことができると考えております。設置場所に

ついてです。現在、厚狭川の厚狭大橋にカメラと水位計が設置してあり

ます。これは山口県が設定しています。現在、本市にカメラがあるのは

この一か所だけです。平成２２年の厚狭川豪雨で甚大な被害があった厚

狭川の松ヶ瀬地区など、有帆川、桜川、大正川、前場川、糸根川といっ

た過去に災害が発生している場所や、越水が発生した場合、危険性が高

い場所に設置します。では具体的に見ていきます。２番目の白丸の設置

予定場所及び設置機器を御覧ください。まず（１）の厚狭川です。先ほ

ど申しましたように、厚狭大橋には既に付いておりますので、厚狭川上

流にあります松ヶ瀬、３番目の丸の設置予定場所で言えば厚狭北部のほ

うになりますが、こちらのほうには、今現在、カメラも水位計も付いて

おりませんので、こちらには平成２２年には美祢線の流出や住宅の床上

浸水等があった地域ということで、河川カメラと簡易水位計を設置した

いと考えております。続いて（２）の有帆川ですが、こちらには有帆新

橋付近に、既に山口県が簡易水位計を付けておりますので、河川カメラ

を設置したいと考えております。こちらの理由としては、有帆川の河道

の中で、わん曲する部分に当たりまして、堤防の決壊や越水が考えられ

ておるからです。続いて（３）桜川です。地図で言えば真ん中辺りにな

りますが、こちらの桜川にも、現在山口県が簡易推計を設置しておりま

すので、こちらに河川カメラを設置したいと考えております。場所は桜

橋付近を考えております。その理由は、厚狭川の水位が上昇し、増水し
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た桜川の水が排水できなくなることで洪水が発生するおそれがあるから

です。続いて（４）大正川です。こちらにも山口県が簡易水位計を設置

しておりますので、河川カメラを設置したいと考えております。大正川

は石丸橋に設置したいと考えておりますが、こちらは厚狭川の水位が上

昇し、増水した大正川の水が排水できなくなることで、洪水が発生する

おそれがあるからです。続いて埴生地区に行きますが、（５）の前場川

にも山口県が簡易水位計を設置しておりますので、河川カメラを設置し

たいと考えております。場所は、前場橋付近を考えておりまして、こち

らは平成１１年の台風１８号によりまして、高潮被害があった場所であ

り、洪水と高潮の両方が発生するおそれがあるということで考えており

ます。最後に（６）の糸根川です。糸根川には現在カメラも推計もあり

ませんので、河川カメラと簡易水位計の両方を設置したいと考えており

ます。場所は、国道１９０号の橋付近です。その理由として、高潮被害

による護岸工事は完了しているんですが、国道１９０号が通る橋は、高

潮対策が講じられておらず、浸水するおそれがあるからです。次に４ペ

ージを御覧ください。こちらは、収集した情報をホームページにアップ

した場合の、ホームページの完成イメージです。まず、ホームページに

は、左の設置場所の地図を掲示しまして、例えば、厚狭川の松ヶ瀬とこ

ろをクリックしていただくと、右側の４ページの完成イメージのような

ものが出てくるように考えております。上の図のような感じで、カメラ

からの画像を上げさせていただきます。河川が増水すれば、河川を見に

行かなくても様子が分かるようになります。その下の図は、水位計から

得た水位の情報を、川の断面図で図示したものです。一番上の線が氾濫

危険水位になりまして、これを超えますと、避難指示を発出することに

なります。このような形で市民の皆様が本市のホームページから閲覧で

きるように整備するよう考えております。引き続きまして、補正予算書

１６、１７ページをお開きください。２款総務費、１項総務管理費、１４

目防災費２，４６９万４，０００円の増額を行います。内訳としまして

は、８節旅費として１７万円計上しています。内容としましては、先進

市への視察の往復旅費を計上しているものです。次に１１節役務費、通
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信運搬費の８万２，０００円は、河川カメラ等設置した後のデータ通信

料を計上しているものです。次に１２節委託料、システム保守委託料

として５万５，０００円、防災監視カメラ等設置委託料として２，４２５万

５，０００円を計上しております。次に１３節使用料及び賃借料、シス

テム利用料の１３万２，０００円は、市民の方がホームページ上で必要

なときに情報を見ることができるようにシステムをアップするための利

用料として計上するものです。説明は以上です。よろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 事業について説明がありましたので、ここについての質疑

を受けます。 

 

山田伸幸委員 厚狭川の設置場所のことなんですけれど、第１松ヶ瀬橋付近と

いうことなんで、これは厚狭川のところに鉄橋が架かっているんですけ

れど、鉄橋も監視できる位置なんでしょうか。 

 

田尾総務課長 鉄橋は監視できません。その位置ではありません。 

 

山田伸幸委員 前回の災害のとき、私もすぐ現地に行って分かったんですけれ

ど、あそこの鉄橋にいろんなものが引っ掛かって、それが原因で、撤去

に沿って陸地のほうに越水してきたというのがありました。やはり、そ

ういったものがきちんと分からない、ただ単に水位が上がっただけでは

いけないんじゃないかな。そういう流出物が引っ掛かって災害を引き起

こす原因になったという実例がありますので、その辺も何とか見通して

いくことが必要ではないかなと思うんですけれど、いかがでしょうか。 

 

境田総務課危機管理室長 今の御質問ですけども、当時、美祢線が洪水によっ

て流されたという経験は一応確認しております。しかしながら、国道

３１６号の北側に当たるところに民家があります。美祢線の流出もあっ

たんですけども、それより低い位置に民家があり、こちらの民家が２階

まで床上浸水したという過去の事例もあります。ですから、まず人が住
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まわれているところの安全を確認するという上で、厚狭川横の国道３１６

号真下の水位を観測するということを前提にして、今回この設置場所を

選定しております。 

 

山田伸幸委員 今の説明からすると、松ヶ瀬橋から南に向くカメラということ

なんですか。上流に向かっていくカメラじゃないんですか。 

 

境田総務課危機管理室長 カメラの向きにつきましては、上流に向かって確認

するカメラとなっております。 

 

山田伸幸委員 こういったカメラが入ることによって、現地に行かなくても、

先ほどの説明では避難指示が出せるということなんですけど、あのとき

も辛うじて自主的な避難によって命をつないだということがあったと思

うんです。こういった情報がそういったところにすぐ届くようなことが

可能なのかどうなのか、その点いかがでしょうか。 

 

田尾総務課長 今までは職員を派遣して川の増水等を見て判断しておったとこ

ろですが、当然、このカメラと水位計を設置することによって、先ほど

申しましたように氾濫危険水位を超えたかがすぐ分かりますので、当然

避難指示の判断が早くなる、そして避難指示を発令して、皆様にお届け

するのは早くなると考えております。 

 

山田伸幸委員 その避難指示は防災無線によって行われるのでしょうか。 

 

田尾総務課長 防災無線というか、防災ラジオもあるでしょうし、防災メール

もあるでしょうし、広報車の宣伝もあるでしょうし、ありとあらゆる媒

体を使ってお知らせするつもりでおります。 

 

山田伸幸委員 厚狭川水害のときは、とても広報車を回せるような状況ではな

かったと思うんです。実際に考えると、あそこにスピーカーが設置され
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たんじゃなかったですか。そういったものを使って避難の呼び掛けがで

きるんじゃないかなと思うんですけど、今の話からすると、そんな中に

はなかったんですけど、いかがですか。 

 

末永総務課防災危機管理監 松ヶ瀬地区には同報無線を設置しておりますので、

そちらのスピーカーから流す、また、課長から話がありましたとおり、

ラジオ又はメール等で危険等を早期に知らせるという方策を取っていき

たいと考えております。 

 

長谷川知司委員 事業概要のところの１行目ですが、一部に防災気象情報の収

集のため、河川カメラ及び簡易水位計が設置してあると。これはどこが

設置しているわけですか。 

 

田尾総務課長 先ほど御説明しました山口県が厚狭大橋に設置しているもので

す。 

 

長谷川知司委員 二級河川の管理そのものは県だと思うんです。これは県が本

来ならもっとしないといけんものを、できないから市が補完するという

考えでいいんですか。 

 

田尾総務課長 本来であれば山口県に早期に設置していただきたいところです

が、設置のお願いをしていると同時に、急がなくてはならないというこ

とで、この度市が設置するものです。 

 

長谷川知司委員 当然、市民のためには早急に補完というのは必要だと思うん

ですが、県との情報交換はどのようになっているか教えてください。 

 

田尾総務課長 現在、山口県土木防災情報システムで、厚狭川の厚狭大橋のカ

メラと水位の情報が挙がっております。こちらに私たちが設置したカメ

ラと水位の情報を山口県に情報提供して、山口県土木防災情報システム
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でも見られます。そして、山陽小野田市のホームページでも、私たちが

設置したカメラと水位が見られるというふうな連携を取るように考えて

おります。 

 

長谷川知司委員 確認しますが、今まで私たちが県のシステムで見ていたもの

でも見られるという理解でいいですね。 

 

田尾総務課長 そのような連携をしたいと考えています。 

 

中岡英二委員 災害時の避難情報の発令判断、県と市が情報を取り合ってやる

ということなんですが、そういう避難の程度、その辺の基準はあるんで

すか。 

 

田尾総務課長 質問の趣旨は、避難指示はどのように判断して出しているかと

いうことですか。（「はい」と呼ぶ者あり）４ページで図示しましたよ

うに、氾濫危険水位を超えたら、例えば厚狭川であれば厚狭川周辺の集

落の方に避難指示を出すということになります。 

 

中岡英二委員 あらゆる手段でお知らせするということなんですが、市民に分

かりやすい、地域に分かりやすい情報伝達ですか、そういう方法は具体

的に考えられていますか。 

 

田尾総務課長 先ほども申しましたように、複数の媒体で市民の方には情報提

供したいと考えています。一番分かりやすいのは、このホームページで

はないかと思っております。 

 

中岡英二委員 平成２２年の厚狭川と桜川が氾濫したときも、できるだけ地域

住民に素早く伝達できればと思ったんですが、地域に限った情報の発令

というか、そういうことは考えられていますか。 
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田尾総務課長 市全体に出すこともあったのですが、地域に限った情報も出し

ております。先ほど申しましたように桜川周辺では同報無線も付いてい

ますし、メール、防災ラジオ、広報車、防災士を通じて連絡網で連絡さ

せていただくこともあるでしょうし、複数の媒体、情報網を使ってお知

らせしたいと考えています。一つでは伝わらないことがありますので、

我々としては、防災情報を複数使ってお知らせしたいと考えています。 

 

山田伸幸委員 厚狭川については、以前はサイレン等で知らせるということが

あったんですけど、それはなくなったんですよね。 

 

末永総務課防災危機管理監 以前、山陽総合事務所にサイレンがあったんです

が、同報無線を入れたということで、そちらは廃止されております。 

 

笹木慶之委員 私は一般質問をしますから細かく聞かず、通告していない事項

について聞きます。この防災カメラの設置については、ちょうど１年半

ぐらい前に私から提案させてもらって、希望する箇所に市として付ける

ということで、非常に有意義なことだと思います。一つだけ思うことは、

まず厚狭川に随光川がぶつかっていますよね。特によく言われておるの

は、一時的な大雨のためにバックウオーターが起こるとか、そういう現

象。それは桜川と大正川も同じことなんですよね。もっとひどいのは、

桜川と大正川が合流したところの排水機場の向こうの厚狭川との関係。

この辺がポイントとなると思うんですが、今回の設置については、そう

いったことは十分検討されて付けられるのか。もう１点は、ちょっとよ

く分からないんですが、高潮のときに、下津の潮止めがありますよね。

あれを超えることはないんですか。経験上、確認しておられませんか。 

 

田尾総務課長 最初の御質問ですけども、バックウオーターで過去に越水した

箇所に水位計とカメラを設置して、そちらが見られるように考えており

ます。 
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笹木慶之委員 もう１点、高潮の件はどうですか。データがないかもしれませ

んから、分からないかもしれませんが。 

 

末永危機管理官 潮止めは設置してあるんですが、その時点で超えたかどうか

というところまでは確認できていません。 

 

奥良秀委員 多分４ページの画像は日中の画像だと思うんですが、夜は見えま

すか。 

 

田尾総務課長 こちらの画像は日中です。河川カメラの課題は夜に分かるかど

うかということです。山口県の河川カメラを見ても、夜はなかなか映っ

ていません。夜をどのように見るかということで、予算をたくさん掛け

ればいいカメラというのがありまして、一級河川であれば夜でも見られ

るようなカメラが設置してあります。そういうカメラは、予算が何千万

円もするようなものです。うちは予算に限りがありますので、予算の範

囲ですが、赤外線カメラと、橋のたもとに蛍光塗料を塗った量水盤を設

置して、夜でも川の増水が分かるような形で提供できたらと考えており

ます。 

 

奥良秀委員 丁寧に答えていただいてありがとうございます。そこを言いたか

ったのがまず一つで、あとは水位計です。水位計も二級河川、一級河川

等を見る中で、実際、夜に見えるのかなというような感じであったりと

か、やはり増水が何回も繰り返されて、消えかけている水位計、橋げた

にあるようなところは消えかけているところもあるんですが、今回新し

く付けられるものに対して工夫というか、蛍光塗料で付けますよとか、

そういったことは考えられているでしょうか。 

 

田尾総務課長 委員御指摘のものは量水板と呼ばれるもので、先ほども申しま

したように蛍光塗料により光を反射できるように、人から見えるように

は考えております。それから、水位計はあくまで下の図を見ていただい
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て、この断面図で判断していただきたいと思っていますので、この断面

図で氾濫危険水位を超えたら避難指示ということが一目瞭然に分かるよ

うにしたいと考えております。 

 

奥良秀委員 断面図の話が出たんですが、見る人が見れば分かると思うんです

けど、高齢者の方とか、あんまりこういうふうな越水等の知識がない方

が、水が増えていっても、これが危険かどうかを判断できるかどうかと

いうのがあるんですが、例えば、この画面を見たときに、危ないと思っ

たときには、ここに避難してくださいよとか、そういうふうな工夫をさ

れる予定はありますか。 

 

田尾総務課長 選定された業者との話合いになりますが、そのような工夫をし

てほしいという要望は伝えさせていただいて、実施していきたいと思っ

ています。 

 

笹木慶之委員 これは防災カメラということなんですが、日頃は川をいつも見

ていなくてもいいわけですよね。併用して、例えば防犯カメラの機能と

いいますか、通常は防犯、いわゆる道のほうを照らすようなことができ

るんですか。 

 

田尾総務課長 そういった問題がありまして、先進地視察を考えているところ

です。現状、視察に行けるかどうかも分からないんですけども、防犯カ

メラと河川カメラを同時にとなりますと、肖像権の問題が発生しまして、

例えば、横に動くようなカメラを設置すると、撮ってはいけないものを

撮ってしまう可能性があるので、我々としては、あくまで量水板を中心

とした定点カメラにしたいと考えています。ですから防犯カメラとの併

用は考えていません。 

 

奥良秀委員 河川を一つのカメラ、１か所で全体が見られると考えられてよろ

しいですか。私もある程度の可動で全体を見られるようにしたほうがい
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いんじゃないかと思っていましたけど、どうでしょうか。 

 

田尾総務課長 あくまで画像は１点でよろしいかと思います。川が大きく増水

していることを認識できれば、その下の断面図で、例えば氾濫危険水位

のところ、ここが赤いラインであって、それを超えたかどうかを判断し

ていただくのが目安にしたいと考えています。 

 

奥良秀委員 ３ページにある今回設置される場所が書いてある理由なんですが、

大体被害が起きているところなんですが、有帆川は「考えられる」なん

ですよね。堤防の決壊や越水が考えられる。実際、何かがあったわけで

はない。有帆川でも、昭和初期では、下流のほうで甚大な決壊があり、

越水があって、水害が起きています。地域の方とお話をされながら、設

置場所を考えられているかどうか、教えてください。 

 

田尾総務課長 残念ながら、地域の方と相談して設置するわけではなくて、山

口県が既に新橋のところに水位計を設置しておりますので、山口県も、

危険だということで、ここが分かればという思いで水位計を設置したん

だと思います。我々としてはその水位計と、我々が付けるカメラと量水

板で氾濫するかどうかを監視していきたいと考えています。 

 

奥良秀委員 去年の台風のときに、高千帆排水機場の周りで、やはりもう越水

というか、ある程度の内水氾濫が起きるような状況も起きております。

だから、もう少し場所的なもの、本当にここが大事じゃないかなという

ところは、もう一度確認を取られて、高額なものなんで、１回付けたら

ほかに付けることは多分できないと思いますので、よく考えられて付け

ていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

 

田尾総務課長 内水にもカメラを付けることが理想だというふうには考えてお

りますが、例に出された有帆川、こちらが氾濫危険水位になれば、当然

内水も氾濫しますので、有帆川の氾濫危険水位を超えれば避難指示を内
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水の集落にも出せると判断しております。 

 

奥良秀委員 それは何を見て判断されるんですか。 

 

田尾総務課長 有帆川の例で言えば、新橋付近の川の増水量が氾濫危険水位を

超えれば、有帆川下の集落には全て避難指示を出すということになりま

すので、内水にカメラを付けなくても、その判断ができるということで

す。全てカメラを付ければ理想ですが、１か所付けるとすれば、この有

帆川の新橋でいいという判断をしております。 

 

奥良秀委員 新橋のところに付ければ、その下流は網羅できるという考えでよ

ろしいですね。 

 

田尾総務課長 そのとおりです。 

 

山田伸幸委員 防災気象情報システムが、仮にそれぞれの川に雨が大量に降っ

て、水位がどんどん上昇しておるよというのが分かってきたときに、ア

クセスが非常に集中するんじゃないかなと思うんです。というのは、

２０１０年の厚狭川水害のときには、そういうのはなかったと思うんで

すけれど、私が独自に自分で橋の上から撮影をして、それをネットに上

げたんです。そうしたらあっという間にアクセスが集中して、一時期つ

ながりにくいという状況もあったんですけれど、そういった情報システ

ムのぜい弱性がないのかどうなのか、その点いかがでしょうか。 

 

末永総務課防災危機管理監 そういった事例が県でもあったということで、県

で確認したところ、動画配信であれば、かなり重たくなるので、そうい

った状況に陥るということであります。したがって、静止画で何秒か置

きに流すという形であれば、そこまでのぜい弱性は起きないと聞いてお

りますので、そういった手法を取っていきたいと考えております。 
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伊場勇副分科会長 確認したいのが、県が設置している簡易水位計は、これ以

外にはあるのかないのかというのが１点と、例えば厚狭地区が停電した

ときに、このシステムはどうなるのかを教えてください。 

 

田尾総務課長 ３ページの２番目の白丸のところで、設置予定場所が(1)から

(6)までありますが、(1)の厚狭川と(6)の糸根川には、私たちが簡易水位

計を付けたい。残りの(2)から(5)までは、既に山口県が設置しておりま

す。そちらのところに我々がカメラを付けるということで対応していき

たいと考えています。 

 

末永総務課防災危機管理監 停電時ということですが、バッテリーを積載して

おりますので、停電になった場合も、すぐではありませんが、見ること

が可能というふうに考えております。 

 

伊場勇副分科会長 次に２ページの支出内訳についてなんですが、構築料で結

構なお金が出て、ランニングコストがずっと掛かっていると思います。

２年目のシステム利用料というのが７９万２，０００円ということで、

これはそもそもリースで行うのか。契約は随意契約なのかなと思うんで

すが、その辺のランニングコストについて少し御説明をお願いします。 

 

松岡総務課危機管理室主事 今回のシステムは、まず構築料として、今年度シ

ステムを構築していただいた後に、そのシステムを次年度からは利用さ

せていただくということで、システム利用料、さらにシステムの保守を

していただくために委託料を計上しております。リースという契約の形

態ではなくて、あくまで初年度に構築し、後にシステムを利用するとい

う考え方です。 

 

伊場勇副分科会長 機材を購入するということなので、耐久年数とか、その点

はいかがでしょうか。 

 



 22 

松岡総務課危機管理室主事 今回のシステム導入に当たりまして、購入する機

材の主なもので河川カメラがあると思います。こちらの耐用年数は５年

とお聞きしております。さらにサーバ類に関しましては、市独自でサー

バを持つこともあろうかと思いますが、クラウドサーバも視野に入れて、

システムの構築を考えております。 

 

伊場勇副分科会長 ローカル５Ｇ等々、これを使ってどうのというという話題、

トピックスではいろんなところであります。そういうところも随時考え

ていただきたいなと思うんですけど、その点はどうでしょうか。 

 

松岡総務課危機管理室主事 システムに関しては様々な導入手法があると思い

ますので、よく業者等と打ち合わせて、本市にとって良いものが導入で

きたらと思っております。 

 

山田伸幸委員 システムはスマホで見られるんですか。 

 

松岡総務課危機管理室主事 構築するシステムにおいては、当然のようにスマ

ートフォンでの閲覧というものは、パソコンと様式が変わって、見やす

いように変更していただく必要がありますので、こちらから業者への仕

様の一つとして、スマートフォン対応は条件として加えようとは思って

おります。 

 

中岡英二委員 スマホの対応を考えられるということなんですが、高齢者が持

たれている「らくらくフォン」というのがありますが、それにも対応で

きるようにできますか。 

 

松岡総務課危機管理室主事 らくらくフォンにつきましては、文字が大きくな

っているのかなと思います。見せ方やどこまでの文字の大きさに対応で

きるかというのは、個人が持たれているスマートフォンの大きさとかに

も依存するのかなと思います。その辺りは業者と確認しながら、対応で
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きる範囲は対応していきたいと思っております。 

 

河野朋子分科会長 １番の事業については終わりたいと思います。続きまして

６番の選挙管理委員会からお願いします。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 それでは審査事業６番、期日前投票所の増設事

業について御説明します。資料は１９ページから２３ページまでとなっ

ております。それではまず資料の１９ページ、２０ページの事務事業調

書を御覧ください。まず事業の概要としましては、投票率が低迷してお

ります小野田地区南部の選挙人の利便性を高めるため、また、山陽地区

の期日前投票所が２か所であることに対し、小野田地区が１か所である

不均衡を是正する目的も踏まえ、期日前投票所を赤崎公民館に増設する

ものです。設置する場所は、確定申告等で敷設されたネットワーク回線

が使用できる赤崎公民館１階の第１研修室を予定しております。設置期

間は埴生期日前投票所と同じ、投票日の前の週の月曜日から金曜日まで

の５日間、時間は午前８時３０分から午後５時までで、今年度１０月の

市議会議員選挙から開設を予定しております。活動指標としましては、

期日前投票４か所の合計投票数を設置しております。これは本市におけ

る期日前投票は、どの期日前投票所においても、投票区に関係なく投票

できることから、小野田南部地区の有権者が必ずしも新設した赤崎公民

館における期日前投票所で投票するとは限らないことが理由です。続き

まして資料の２１ページですが、赤崎公民館における期日前投票を設置

する部屋の位置図です。資料２２ページは当日投票を含めた投票率の状

況、２３ページはそのうち期日前投票の状況を示したもので、平均を下

回っている投票区には投票率を網掛けして表示しています。共に小野田

地区、特に南部のほうは平均を下回っている投票区が多くなっており、

今回新たに赤崎公民館に設置することにより、選挙人の利便性が高まり、

少しでも投票しやすい環境が整うものと考えております。続いて予算に

ついて御説明します。予算書の２０ページ、２１ページを御覧ください。

予算としましては１０月３日執行の市議会議員選挙、それから１０月
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２１日任期満了の衆議院議員選挙、そして来年２月２２日任期満了の県

知事選挙、３選挙の合計としまして１８４万７，０００円を計上してお

ります。このうち市議会議員選挙における消耗品費のところですが、新

型コロナ感染症に対する対策として、飛まつ防止シート等の８万円を計

上しております。また、市議会議員選挙及び衆議院議員選挙においては、

投票箱等を選挙用器具費として計上しております。財源につきましては

衆議院議員選挙事務費、県知事選挙事務費及び一般財源です。説明は以

上です。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 説明が終わりましたので、質疑を受けます。 

 

山田伸幸委員 先ほども少し説明があったんですけど、要するに、今まで回線

の問題とか言われていたんですが、そういったものも有権者台帳にリン

クして、どこの居住地の人であろうと赤崎公民館まで来て投票できると

いうことでよろしいんでしょうか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 おっしゃるとおりです。 

 

長谷川知司委員 赤崎公民館の次、今後の期日前投票所の予定があれば教えて

ください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 来年の７月に予定されております参議院議員選

挙において、大型ショッピングセンターの期日前投票所の開設を考えて

おります。今年度としましては、後ほど予算の関係で御説明したいと思

うんですが、それに関係する調査費を計上させていただいています。 

 

河野朋子分科会長 ほかに。（「なし」と呼ぶ者あり）よろしいですか。６番

についての質疑を終わり、ここで……（発言する者あり）はい、どうぞ。 

 

矢田松夫副議長 川地部長、先ほどの議事の進行なんですが、防災気象情報シ
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ステムの関係です。委員からの質問、質疑はほとんど性能というか効果

というか、そういう質問が多いので、こういう機種を買いたいというカ

タログを出していただければ、議事が進行するというか、スムーズにい

くということもありますので、もし機種を選定されていれば、そのカタ

ログを資料として出されて審査をするとスムーズにいくんじゃないかと

思います。 

 

川地総務部長 この度は機種の選定というよりも、機種をいろいろ使って、シ

ステムまで構築する費用を含めた業者選定になりますので、私どもとし

ては仕様書を定めた上で、プロポーザルを掛けての選定を考えておりま

す。今回はどのようなものを買うかというところまで至っておりません

ので、資料の提出はできなかったということで御理解いただきたいと思

います。 

 

矢田松夫副議長 委員からの質疑についての回答が次の製品に直結するという

こともあり得るという理解でいいんですね。 

 

川地総務部長 今日、皆様方から頂いた御意見につきましては、今後作る仕様

書の中に入れられるものは入れていこうと。そういう中で判断していこ

うとは考えております。 

 

河野朋子分科会長 ６番の件は終わろうと思いましたが、まだ、質疑があるよ

うですので追加します。 

 

山田伸幸委員 赤崎公民館ですけど、第１研修室は私たちが議会報告会で使っ

ていて、手狭という印象を持っているんですけれど、立会人の人たちも

含めて、非常に狭い会場ではないかなという印象があるんですけど、い

かがでしょうか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 今まで選挙管理委員会で実施してきました衆議
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院選挙とか参議院選挙など、投票用紙の数がそれなりに多い選挙におい

ても、一応対応はできている状況です。今コロナの関係等でソーシャル

ディスタンス等いろいろと考えなければいけない部分というのはあるか

と思います。そういう面で考えると狭いかなというふうなことは考えら

れますが、先ほど申し上げましたとおり、飛まつ飛散防止シート、それ

からその他にもアルコール消毒、マスク、そういったもの等を利用して

対応していきたいと考えております。 

 

山田伸幸委員 ロビー等は使わないわけですね。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 一応ロビーの利用というのは、現在のところは

考えておりません。ただ当然、有権者の方が大量に投票に来られた場合、

一時的に廊下のほうに出てくることがあるかなということは考えますけ

れども、現時点ではそういうふうなことまで想定していません。その辺

のところも実際に投票者がいつぐらいの時間帯が多いかということなど

をいろいろな情報提供をする中で、投票する時間についても分散させた

いと考えておりますので、今のところそこまで考えておりません。 

 

河野朋子分科会長 ほかに。６番の事業についての質疑はこれで打ち切ってよ

ろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは５分間、換気のため

に１５分まで休憩とします。１５分から再開します。 

 

午前１１時８分 休憩 

 

午前１１時１５分 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは分科会を再開します。審査事業の質疑を終えまし

たので、（２）の歳入に係る質疑、財政調整基金繰入金の件ですが、こ

こで質疑があれば受けます。（「なし」と呼ぶ者あり）では、歳出に係

る質疑、総務課のところです。質疑があれば受けます。 
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笹木慶之委員 ちょっとその手前の１９款１項１目について、いいですか。 

 

河野朋子分科会長 歳入に係る質疑があるそうですのでちょっと戻ります。 

 

笹木慶之委員 財調基金の繰入金が、補正前３億９，８４４万８，０００円が

３億５，６００万円と変更なっていますが、これの理由というか、主な

理由はどういうことですか。 

 

山本財政課長 補正前の繰入額の理由ということですか。 

 

笹木慶之委員 補正前と補正額が同じぐらいの額になっていますが、そのこと

について、説明してください。 

 

山本財政課長 額が同じぐらいになっている理由ですか。（「そうそう」と呼

ぶ者あり）偶然と思いますけど、（「なんて」と呼ぶ者あり）たまたま

です。肉付予算の中で、一般財源でどういった事業をやるか。当初予算

においてどの程度の一般財源を追加で要したかというところになってく

るかなと思っています。補正前の額は、そのほとんどが当初予算です。

そこで取り崩した繰入額、それから、当然ですけど、この度の肉付予算

を主とした６月の補正における財調の繰入れが似たような額だったとい

うところです。 

 

笹木慶之委員 普通に考えたら不思議に思うんですよね。当初予算で３億

５，０００万円の繰入れ、そして、補正額で同じぐらいの補正を組むと

いうこと自体が不思議に感じるんですよ。今回の場合には、当初予算が

枠組み予算のような感じだったから、そうなったのかどうか。その辺り

のところを少し感じるんですけど、そういうことですか。 

 

山本財政課長 委員がおっしゃるのは、恐らく予算を編成するに当たって、理
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想としては財調の繰入れをせずに、当該年度の税収を持って予算を編成

すべきだというところがまずあるのかなと思います。そういった意味で

は、収支の均衡が崩れているような状況はあります。ですが、決算を打

てば、ある程度縮まってまいりますし、今年度については、コロナに係

る追加の需要というのもありますので、今回３億５，０００万円を取り

崩しますと、大体７億５，０００万円近くの繰入れをすることになりま

すが、やむを得ない状況かなと思っております。 

 

笹木慶之委員 そうしますと、財源が不確定なものがある。あるいは予算の支

出に少し不確実性のものがあるから、決算時点においては、これは調整

できるというふうに考えていいんですね。ある程度負担が増えているか

らね、あえて聞いているわけですが。 

 

山本財政課長 財源が不確定だということではなくて、決算を打ちますと、当

然予算の歳出側は大きく組んでいますので、どうしても不用額が発生し

てまいります。そういった不用額を整理する中で決算を打てば、ここま

での財政調整基金の取崩しは必要ないだろうと。実際に決算を打つと小

さくなってまいりますので、そのことを申し上げたつもりです。 

 

笹木慶之委員 ちょっと不安な予算執行のように感じます。それ以上聞きませ

んけど、通常であれば、少し補正額が大き過ぎるというふうな感じがし

ましたので申し上げておきました。 

 

清水企画部長 通常の６月補正であれば、こんな大きな金額になることはあり

ません。当初予算につきましては骨格予算ということで、必ずしなけれ

ばならないものを中心にやってまいりました。今回は肉づけ予算という

ことで組んでおりますので、本来であれば、足した金額が当初予算で７

億幾らの財政調整基金の取崩しだということになろうと思います。４年

に一回、こういう形になると考えています。 
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河野朋子分科会長 歳入についてはよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

歳出の総務課関係のところの１６、１７ページ。 

 

山田伸幸委員 １９ページになりますけれど、２９目の本庁舎改修事業費にア

スベスト、ＰＣＢという項目が出てきているんですが、ＰＣＢはかなり

処理が進んでいたと思うんです。この内容について説明をしてください。 

 

田尾総務課長 この度の補正予算から２期改修工事に入らせていただきます。

ＰＣＢ廃棄物運搬処理業務委託料なんですけども、２期改修工事に入る

前に、１期工事に併せて令和２年度に行ったＰＣＢの調査によりまして、

市役所の本庁舎の蛍光灯の安定器にＰＣＢが含まれていることが分かり

ました。また、１期工事によりましてキュービクル―高圧受変電施設

が新設されて、撤去が可能となったトランスの電気設備にＰＣＢが含ま

れていた場合に備えて、この廃棄物の運搬処理業務委託料として７００

万円を計上しているものです。 

 

山田伸幸委員 これまでにＰＣＢの問題というのはかなり調査をしてきたんじ

ゃないんですか。今回改めて７００万円掛けてやるというのは、今まで

の調査と今回の調査はまた別物と考えたほうがいいんですか。 

 

田島総務課庁舎耐震対策室主任主事 ＰＣＢについてなんですけども、運搬処

理業務委託料７００万円について、まず一つは先ほど課長が申しました

蛍光灯の安定器１０基について、安定器にＰＣＢの混入が見付かりまし

たので、これを廃棄するものと、あとは市役所キュービクル、新設を１

期工事でさせていただいておるんですけども、それによりまして、もと

もと使っていた受変電施設が受電を終えることができますので、それに

よってＰＣＢの調査をすることができるようになったというところです。

この度予算に計上しておりますＰＣＢ調査委託料５５万円をもって調査

をさせていただき、実際に混入が見付かった場合には、合わせて計上し

ております７００万円の運搬処理業務委託料で廃棄処理をするというも
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のです。 

 

山田伸幸委員 今、見付かった場合という表現をされたんですが、ということ

は、現在のところそれは見付かっていないんですか。 

 

田島総務課庁舎耐震対策室主任主事 先ほど課長も申しましたけども、昨年度、

１期工事に合わせて、本館の蛍光灯の安定器について、全て再度ＰＣＢ

調査を掛けております。その結果として、サーバ室から蛍光灯の安定器

にＰＣＢが見付かったのがまず一つあります。それと別で、先ほど申し

ました、受電を終えて調査ができるようになったＰＣＢを含むかもしれ

ない電気施設について調査を行いまして、その結果、見付かれば処理す

るというものでございます。 

 

山田伸幸委員 ということは、これは枠取りなんですか。 

 

田島総務課庁舎耐震対策室主任主事 サーバ室の蛍光灯の安定器につきまして

は、ＰＣＢの混入が既に判明しておりますので、処理をするものです。

使わなくなった受変電施設のＰＣＢについては、調査の結果、見付かれ

ば処理をするというものですので、使わないという可能性もあります。 

 

奥良秀委員 ＰＣＢの関連なんですが、国か県かちょっと忘れましたが、令和

２年度までに事業系のＰＣＢは処理ということがうたってあり、なぜこ

の時期になったのかというのが今の説明なんですが、これによって、要

は処理費が増えるんでしょうか。 

 

田島総務課庁舎耐震対策室主任主事 ＰＣＢの処理委託料等につきましては、

まず、高濃度ＰＣＢについては、国の管轄するジェスコという機関が一

括処理をしております。それは北九州にあるんですけども、この地区で

はそちらに運搬して処理をするという形になっております。処理料につ

いては単価が決まっておりますので、金額について変更はないと考えて
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おります。高濃度ＰＣＢについては、基本的には令和２年度まで、つま

り令和３年３月３１日までを処理期限としておるところであるんですけ

ども、これについて特例措置がありまして、令和２年度中にＰＣＢがあ

るという届けを県に出しまして、それを計画的に処理するという前提で、

特例処分として１年間、廃棄の期限が延びておりますので、処理ができ

るものです。 

 

田尾総務課長 アスベストのほうです。まず２期改修工事の件なんですけども、

本庁舎本館の屋上防水工事と外壁の改修工事を行います。屋上防水工事

の屋上の床面にアスベストが使用されている可能性がありますので、こ

の工事に先立ちまして調査を行うための委託料ということです。 

 

山田伸幸委員 では１４節の工事請負費、これがそういったものに当てはまる

んですか。それともこれは全然別の予算なんですか。 

 

田尾総務課長 こちらの工事請負費は今申しました屋上防水工事と外壁改修工

事です。 

 

河野朋子分科会長 ほかに。１６、１７、１８、１９ページまで今行っていま

す。いいですか。１６、１７ページの職員研修ですか。 

 

伊場勇副会長。職員研修委託料なんですが、新たに補正が出たということで、

内容を教えてください。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 今回の研修委託料につきましては、課長級職員の

研修を予定しています。市長も申しておりますように、組織の要である

課長級職員がキーであるという認識の下に、課長級職員の資質向上を図

るために、外部機関から講師を招いて、集中的に研修をしたいというこ

とで今回計上させていただいております。 
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伊場勇副分科会長 これは年数回に分けて行うということですね、１回じゃな

くて。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 予定では、課長級職員大体６０名程度おりますけ

ども、これを大体３グループに分けて、それぞれ２日間やろうという計

画の予定です。 

 

河野朋子分科会長 １６、１７、１８、１９ページの該当部分で質疑を受けて

おります。よろしいですか。では、選管のところです。２０、２１ペー

ジの中で質疑はありますか。 

 

山田伸幸委員 立会人に対する新型コロナへの対応です。これはどういった範

囲で求めていくんでしょうか。人数を絞るとか、あるいは完全な感染防

止対策が取られるか。どの程度のものを考えておられるでしょうか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 立会人に対しての感染防止対策ということです

が、一応マスクとかフェイスシールド、手袋、そういったもの等を考え

てはおります。それから一応人数的なものなんですが、各投票所におけ

る投票立会人につきましては、最低でも２名となっております。これ以

上絞ることはできませんので、この辺についてはそのままの状況で対応

していきたいと考えております。 

 

伊場勇副会長 先ほど事業審査のところで、商業施設であるおのだサンパーク

に期日前投票所を増設するための調査とありましたが、どういった形で

調査を行っていくのか教えてください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 これにつきまして、現在サンパークの中に市の

所有するネットワークというものが全く入っておりません。したがいま

して、一応今考えておりますのは２階の催事場を投票場所、つまり期日

前投票所とすることを考えておるんですが、どのような形でそこに向け
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てネットワークを敷設することが可能なのか、要するに天井裏を潜って

いったりして、そういったところでルートを確認するという状況です。 

 

伊場勇副分科会長 この事業者は３０万円で出ているんですが、確認するため

に業者を使ってということで３０万円ということでしょうか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 一応これにつきましては、言われるとおり業者

から事前に見積りを頂いておりまして、その結果が３０万円ということ

で出ておりますので、それで計上させていただいている次第です。 

 

河野朋子分科会長 ほかに。よろしいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)そうし

ますと、審査番号①番の部分の審査が終了したということでよろしいで

すか。(「はい」と呼ぶ者あり)以上で審査番号①番については審査を終

了します。この後４５分から審査番号②番に移りたいと思います。 

 

午前１１時３５分 休憩 

 

午前１１時４４分 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは分科会を再開します。審査番号②番に移りますが、

審査対象事業、本来でしたら順番に行くところですが、５番の電子図書

館システム導入事業を先にさせていただこうと思いますので、よろしく

お願いします。ではこれに係る説明をお願いします。 

 

平中中央図書館副館長 順番が前後しまして御迷惑をお掛けします。審査事業

５番、電子図書館システム導入事業について説明します。事務事業調書

は、１５ページ、１６ページです。１７ページに簡単な説明資料を付け

ております。電子図書館とは手持ちのパソコン、タブレット、スマート

フォンなどで、電子図書館システムのサイトにアクセスし、個人のＩＤ
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とパスワードを入力して、借りたい電子書籍を選び、読みたいときに借

りた電子書籍にアクセスし、手持ちの機器の画面で読むことができるシ

ステムです。読み終わったら手持ちの画面で返却手続をしますが、返却

手続を忘れていても、期限には自動的に返却され、読めなくなります。

時間、場所を問わず、電子書籍を借りることができるようになり、貸出

し時、返却時の来館は不要となるため、障害者や自宅療養者等、来館が

困難な人々も利用でき、図書館利用者の層を広げることができます。貸

出し対象者は、市内に在住、在勤、在学する人で、事前に来館によって

電子図書館の利用登録手続をし、ＩＤを入手、パスワードを設定した人

です。市内に限定しますので、現行の図書館における貸出対象者より狭

まります。導入までのスケジュールですが、予算成立後、業者にシステ

ムの導入作業を委託し、それと並行して、司書職員が電子図書館に並べ

る電子書籍の選定作業を行います。本年１０月のオープンを予定してお

ります。システムの導入に必要な経費は、予算書の２８ページ、２９ペ

ージを御覧ください。１０款教育費、５項社会教育費、３目図書館費を

１，１５５万円増額するものになります。内容はシステムを導入する作

業の業者への委託料として１２節委託料の中のシステム開発委託料７７

万円と、ネットワーク設定委託料として１２節委託料の中の電算委託料

５５万円の二つです。それからシステムの運営に必要な経費は、サーバ

を保管するクラウドの利用料、１３節使用料及び賃借料の中のシステム

利用料、月額５万５，０００円で、初年度は６か月分、３３万円となり

ます。それに加え、電子書籍を貸出しする権利を得る費用、いわゆる電

子書籍の購入費用ですが、同じく１３節使用料及び賃借料の中の電子図

書サービス利用料、初年度は９９０万円で、２，５２０冊を購入する予

定です。２年目以降も、適度に追加をする予定にしております。この二

つになります。説明は以上です。 

 

河野朋子分科会長 今事業の説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思い

ます。質疑はありますか。 

 



 35 

山田伸幸委員 今の説明で冊数と表現されたんですけれど、ということはこれ

を誰かが借りる手続をしたら、ほかの人はその本は読めないということ

でよろしいんでしょうか。 

 

平中中央図書館副館長 紙の書籍同様１冊ごとに借りることができるのは原則

１人で、一部の書籍については、２、３人同時に貸出可能なものもある

と聞いています。次の人は返却を待たなければなりません。貸出中の電

子書籍は予約が可能で、返却され次第借りることができます。 

 

山田伸幸委員 先ほど２，４００冊余りということだったと思うんですけれど、

これはどういった内容が中心になるんでしょうか。 

 

山本中央図書館長兼厚狭図書館長 電子書籍は大きく二つに分かれていて、一

つは、ずっと電子書籍が使えるもの、もう一つは、２年間という期限が

来る、あるいは５２回貸出しされたものについては消去されるという２

種類に大きく分かれております。それで、どうして分かれているかとい

うと、その期限があるものについては、割と人気のあるものが中心にな

っているようです。実際に、他市においては実用書などが多く借りられ

ている、そういう傾向が見受けられます。それから、コンテンツの内容

については、音声読み上げ機能が付いている書籍もあります。それから、

文字が拡大できるもの、そして今の紙の書籍と同じように、全然拡大で

きないものというようなものもあるようです。それから動画が入ってい

るものもあります。いろいろ種類があるようですので、他市の状況を見

ながら人気度を調べて、購入を検討したいと考えております。 

 

山田伸幸委員 私も電子図書は待合時間等によく読んでいるんですけれど、非

常に便利だなと思う反面、紙をめくるという感覚はなかなか捨て難いも

のもあります。やはりこういった新しい形、利用者にとってはどうなの

かなと思うんですけれど、やはりこういったものに対する需要があると

考えて導入に踏み切られたんでしょうか。 
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山本中央図書館長兼厚狭図書館長 今、他市も導入が進んでいまして、それは

需要があるからというのが一つあると思います。それから、日本はだん

だんこの電子書籍の点数が増えてきております。今、約１０万点と言わ

れていますけど、１年間に１万点ずつ増加しているという状況ですので、

新しい電子書籍がどんどん発売されて、それが利用されているという状

況です。これから、まだまだもっと増えてくるんじゃなかろうかと思っ

ております。ちなみに、アメリカのニューヨーク公共図書館では、電子

書籍の伸びが３００％というようなことも聞いておりますので、これか

ら日本もそういう状況になる可能性があるんじゃないかなと思っており

ます。 

 

山田伸幸委員 この電子図書というのは、文字だけのものなんですかね。文字

だけの本になるんでしょうか。いろいろな、例えば美しい挿し絵があっ

たりとか写真があったりとかグラフがあったりとか、そういうのも必要

かなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

山本中央図書館長兼厚狭図書館長 例えば昆虫図鑑とか植物図鑑などは、電子

書籍として見ることができます。それから鳥の鳴き声などを音声で聞く

ことができる電子書籍もあると思います。それから動画も入っていまし

て、動画で見ることができる電子書籍もあると聞いています。 

 

山田伸幸委員 今の説明を聞くと、かなり将来性があるのかなと思います。だ

から例えば、授業でそれを使うということも……授業だったら同時には

できないですね、何人かで。そういうのはできないということですよね。 

 

山本中央図書館長兼厚狭図書館長 １冊の電子書籍を同時に多人数が使うとい

うのは、ちょっと今のところできないということです。 

 

伊場勇副分科会長 貸出対象者が市内在住と在勤、在学する人ということで、
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本人確認等々で来館していただかないといけないということなんですが、

本人確認の仕方等々をちょっと教えてください。 

 

平中中央図書館副館長 まず現在の図書館に登録をしていただいて、その中か

ら条件に合う、いわゆる市内に在住、在勤、在学する方に対してこの電

子図書館の資格を与えるということになります。 

 

伊場勇副分科会長 そのカードとかそういうのを渡すとかそういうことなんで

すかね。 

 

平中中央図書館副館長 現在の図書館の利用者の方にはカードをお渡ししてお

りますので、それを持ってきていただければ、その方に対してＩＤを出

してパスワードを設定していただくということになります。特に電子図

書館の利用者ということでのカードの交付等は考えておりません。現行

では、まず図書館の利用者の利用者カードがＩＤになると考えておりま

すので、図書館の利用者のカードを持っていていただければ、よろしい

かと思います。 

 

伊場勇副分科会長 初年度で１，１５５万円、ランニングコストが約４００万

円予定されておりますが、今後増やしていく中で、運営していくコスト

について、職員の負担を軽減する等々あるかと思われますが、その辺は

どう考えていらっしゃるでしょうか。 

 

山本中央図書館長兼厚狭図書館長 電子書籍のシステムを運営する中で、一番

大事なのは選書だと思います。どういう電子書籍を購入して提供するの

かということで、そのための専任といいますか、それを主にする職員は、

張り付けておく必要があるんじゃないかなと考えています。 

 

伊場勇副分科会長 最後に、電子図書が進んでいく中で、やはり本の温かみと

いいますか、山田委員もおっしゃいましたけれども、めくるとか持つこ
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との重みとか、そういったところもやっぱりしっかり残していかなきゃ

いけないと思います。アナログなところも続けていかなくてはいけない

ところは十分あると思うんですけど、そういうところはどういう取組を

考えられているのか教えてください。 

 

山本中央図書館長兼厚狭図書館長 電子書籍が今どんどん出版されていますけ

ど、紙の書籍は年間８万点ぐらいの出版点数ですので、まだまだ紙の媒

体のほうが圧倒的に多いという状況です。それから、今おっしゃいまし

たように、やはり紙ならではの重さとか装丁とかページをめくるときの

感覚とか、そういうのは割と重要な要素じゃないかなと考えていますの

で、両方の良さを追求していくということで、紙でないとこれは楽しめ

ないなという紙の書籍もあると思いますし、これだったら電子書籍で十

分かなというのもあると思いますので、その辺はよく吟味して購入した

いと考えています。 

 

伊場勇副分科会長 子供たちに対しては、やはり初めは電子よりもしっかり本

に親しんでもらいたいんですけど、その辺どうですか。 

 

山本中央図書館長兼厚狭図書館長 小さいときには、やはり紙の本が重要だと

思います。紙を通して、そこに親御さんがおられて、一緒にコミュニケ

ーションを図りながら、紙の本を楽しむというのが基本じゃないかなと

思っています。電子書籍でも絵本があるんですけど、それは動画になっ

ていたり音声が入っていたりということで、もう本とはちょっと違うん

じゃないかなと考えていますので、それはまた別の楽しみ方じゃなかろ

うかなと思っております。 

 

山田伸幸委員 現在、本とかであれば、注文をすると取り寄せていただいたり、

あるいは購入していただいて見ることができるんですけど、この電子書

籍でも同様なことができるんでしょうか。 
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山本中央図書館長兼厚狭図書館長 現在、本においてはリクエスト制度という

のがありまして、購入希望を出していただければ、こちらで取り寄せて

提供するということを行っていますけれども、電子書籍については今の

ところそういうシステムはないと思います。予約はできるんですけど、

購入希望まではできないんじゃないかと思います。 

 

河野朋子分科会長 いいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)では、５番の事業に

ついて質疑を終えたいと思いますが、よろしいですか。(「はい」と呼ぶ

者あり)午前中はこれで終わりまして、午後からは順番どおり２番の審

査事業から始めさせていただきたいと思います。午後１時からしますの

で、よろしくお願いします。 

 

午後０時 休憩 

 

午後１時 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは分科会を再開します。審査番号②の審査対象事業

２番から審査を行います。それでは、説明を執行部からお願いします。 

 

長友学校教育課長 学校教育課からキャリア教育推進事業について御説明しま

す。資料５ページ、６ページになります。本事業では、児童生徒一人一

人が主体的に自らの未来を切り拓くとともに、郷土に誇りと愛着を持ち、

地域に貢献しようとする意欲を高めるキャリア教育を進めてまいります。

具体的には、中学生を対象にして、本市出身又は本市で活躍されている

著名人や文化、スポーツ、経済界など、様々な分野の人材を招いて講演

会を実施します。講演会を実施するために、各学校に、講師謝金１０万

円、消耗品費１万円を目安として、市内中学校６校の講師謝金として

６０万円、消耗品費として６万円を予算計上しています。簡単ですが、

以上で説明を終わります。 
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河野朋子分科会長 それでは、説明は一応終わりましたので、質疑をよろしい

ですかね。 

 

山田伸幸委員 ７ページ、８ページが全然説明されなかったんですけれど、こ

ちらをもう少し突っ込んで説明していただけますか。 

 

長友学校教育課長 失礼しました。キャリア教育を推進するために、子どもた

ちには発達段階に応じて夢や目標を考えさせています。そのために、自

分がしたいこと、自分ができること、社会が求めていることを視点とし

て、子どもたちに夢や希望を考えさせています。そして、本物に学ぶ体

験活動等により、学校教育活動を通じたキャリア教育の推進、キャリア・

パスポート（キャリア・パスポートとは、小中学校で学んだものをファ

イリングし自分の成長を確かめるもの）を活用した校種間の連携、小学

４年生で行われる２分の１成人式や中学校２年生で行われる立志式での

自分の夢や目標の確認、職場見学・体験、大学訪問、企業訪問等による

仕事についての意識高揚、コミュニティ・スクールの仕組の活用や大学

や企業等の連携を進めてまいります。以上のような取組を、小学校、中

学校と発達段階に合わせて進めていき、「夢を抱かせ、夢を志に進化さ

せる」「学校と社会とのつながりを実感させる」「郷土に対する誇りと

愛情を育てる」キャリア教育を推進してまいります。以上で説明を終わ

ります。 

 

河野朋子分科会長 はい、説明が終わりましたので、この事業について質疑を

受けたいと思います。 

 

中岡英二委員 お伺いしますが、今でも中学校においても職場体験とかはして

いますし、学校独自で講演を開くとかをしていますが、それにプラスし

てこういうキャリアの充実を図ってやっていくのかお聞きします。 
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長友学校教育課長 今おっしゃるとおり学校で行われておりますことは、キャ

リア教育の中の一部でして、全体的には今のも全部含めて推進している

ところです。その中で、本事業で中学校を対象にして講師を呼ぶという

ことに関しましては、各学校ばらばらで、やったりやらなかったりとい

う学校もあります。これは、郷土に対する誇りと愛着を育てるためには、

是非こうした地元本市で活躍されている方とかを呼ぶことが非常に重要

だと考えておりますので、今やっていることに加えてというよりも、置

き換えたり、今までなければそれにつなげていったりしながら、こうい

ったキャリア教育を進めていくというものです。 

 

長谷川教育長 少し補足させていただきます。これまで、夢の教室という事業

を学校教育課が持っておりました。これは、サッカー協会との連携とい

うか、主催の取組を本市でも行うというものでしたけれども、講演の内

容が、スポーツ選手に限られているという状況がありました。それを、

もう少し深化させて、地域の人材でいろんな多方面で活躍されている方

もいらっしゃいますので、そういった方を学校に招いて、子供たちに夢

や志を抱かせたいということから、この事業をスタートさせたいという

ことです。 

 

笹木慶之委員 キャリア教育の充実事業ということで、非常に重要な案件だと

認識しておりますが、先ほども言われました学校間の取組に差があり、

それを画一化するということが一つだと言われました。それはそれでい

いんですが、一つ私が分からないのでお聞きするんですけど、子供たち

の教育の中で、極めて重要なことというのは、道徳があると思うんです

が、これはいろいろなステップの段階でいろんな人たちの言うことを聞

くということですよね。それを聞き入れる力がなかったら、入れないん

じゃないかという気がするんですけど、その辺りとの兼ね合いはどのよ

うにお考えなんでしょうか、学校において。 

 

長友学校教育課長 おっしゃるとおり、人の話をよく聞くということは、大変
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重要なことです。キャリア教育が目指す、子供に付けたい力にもおっし

ゃられたようなことは入っております。ですので、こうしたことは、キ

ャリア教育という枠組みも当然なんですけども、教育活動全体で、人の

話をよく聞いたり友達のことを思ったりというようなことは非常に重要

なことですので、学校教育では、小学校初期の段階から発達段階に応じ

て、少しずつ育てていくように進めております。 

 

笹木慶之委員 もう１点関連して聞きますが、この事業のメニューの中に、例

えば修学旅行であるとか、あるいは宿泊体験学習とありますよね。これ

も重要な意味合いを持っていると思うんですけど、今このコロナ禍で、

やはり２年続けて不安定な状態になってきていますね。さらに今年もち

ょっとクエスチョンとなれば、こういったものが欠落してくるというこ

とになるんですけど、それを補うような事業といいますか、対応という

のはしっかり考えておられると理解していいですか。少し説明してくだ

さい。 

 

長友学校教育課長 コロナ禍で、子供たちの心を育てる、友達との絆を育てる

ことは大変重要だと考えております。ただ、今、御指摘にありましたよ

うに、コロナ禍でそうしたことができない状況ではありますが、学校教

育課としましては、文部科学省も示しているとおり、学びを止めない、

できる限りは実施する、感染対策を万全に整えた上で実施するというよ

うな方向を出しておりますので、本市としましても、できる限り修学旅

行、宿泊体験学習については進めていきたいと考えております。でも、

もしも宿泊を伴うようなことができない場合につきましては、それに代

わるような学校での活動、代わるというのは、どこかに出かけるという

ことのみだけではなくて、友達と一緒に協力して何かをするとか、助け

合って何かをするとか、そうした教育活動を仕組んでまいりたいと思い

ます。 

 

笹木慶之委員 今おっしゃいましたように、これを見てみると、私が申し上げ
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たことというのは、社会見学を含めての話なんですが、要はつながりの

部分なんですよね。いわゆる学校と社会のつながりを実感させるという

意味合いが、この事業にあると思うんですけど、したがって先ほど申し

上げたような修学旅行であるとか、あるいは宿泊体験学習等々ができな

かった場合には、こういうつながりを実感させるというようなものを取

り入れて、これに代えていくというふうに理解していいですか。 

 

長友学校教育課長 そのように理解していただいてよろしいかと思います。 

 

山田伸幸委員 なかなかイメージをつかめなかったんですけど、これを読んで

いくと、地元というのがメインキーワードなのかなと思って聞いていま

した。あちこちに郷土に対する誇りと愛着だとか、山口東京理科大学へ

の訪問、職場講話、職場体験というのは、やっぱり市内企業だろうと思

うんですけど、そういった郷土に対する様々な取組というのは、各学校

で今でもいろいろな形でやられているんじゃないですかね。例えば本山

小学校なんかは緑の少年隊で、竜王山をステージにしていろんな体験活

動をやっているし、そういったものとはまた更に違ったものがあるんで

しょうか。 

 

長友学校教育課長 本山小学校が地域の教育資源を利用していろいろな活動を

されています。ほかの小学校区中学校区におきましても、同様に教育資

源を使った学習をされています。ただ、それが今十分かと言われますと

そうでもないところもあります。例えば、先日、ある学校の先生がおっ

しゃられたんですけども、自動車工場というような単元を５年生の学習

でする場合あります。そのときには、自動車工場とは、もう防府のマツ

ダということで、ほぼそこに見学に行くことが多かったんですが、今回

コロナ禍になりまして、そうした見学ができなくなりました。そうした

場合、地元に目をやると、車の部品を造っている会社が大変多くありま

す。そうした会社に連絡を取って学習するということをされた学校もあ

ります。そのように、足元にそういったたくさんの企業もあり、そこが
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いろいろ世界とつながっていったり日本とつながっていったりするよう

な企業もありますので、今後はそうしたところも積極的に取り入れて、

学習を進めていくということが非常に大切だと思います。そのためにも、

地元の人材を活用するようなことは、その大きなきっかけになるのでは

ないかと考えております。 

 

山田伸幸委員 それともう一つ、検討材料としてあるのが、子供たちが日頃か

らやっているいろんな遊びというのがあると思うんです。例えばスケボ

ーであるとかゲームであるとか、中には最近ダンスを非常に熱心にされ

る子供もいらっしゃいます。ダンスは今体育の授業にもなっていますよ

ね。ゲームというのは単なる遊びかと思ったら、いつの間にか巨大な産

業になって、世界的な大会まで開かれる。スケボーに至ってはもうオリ

ンピック競技にもなっているということで、今までにはない価値感とい

いますか、そういったものがいろんな場面で出てくる。そういったもの

を新たに発見するというのも、子供たちが将来に夢を持つことにつなが

るんではないかなと思うんです。やはりどうしても、親というか教師か

ら見て、これがキャリア教育なんだということでやるところに限界が出

てくるんではないかなと思うんですけれど、そういった私の心配という

のはただの杞憂に終わるでしょうか。どうでしょうか。 

 

長谷川教育長 先ほどから道徳であったりとか、ここで今話題になっておりま

すキャリア教育であったりとか、それから、ふるさとについて学ぶ学習

であったりとか、人と人とのつながり、コミュニケーション能力を育む

学習であったりとか、そういったものというのは、それぞれが独立して

いるものではなくて、互いに包含関係にあるものであろうと思っていま

す。これは、キャリア教育だ、これは道徳教育だというふうに差別化を

図るということは非常に難しい。そういったいろんな価値感に子供たち

が触れながら学びを深めていくというふうに理解していただけたらと思

います。 
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奥良秀委員 キャリア教育ということで、私も小学生のときには地元の大きな

企業に行って社会科見学をさせていただいた経験もあるんですが、その

地元でいろんな企業があるんですが、多分今はそこを回られていないの

かなと。そういうちょっとクエスチョンがある中で、やはりそういった

ところをつなげていくためには、学校だけじゃちょっと難しい、例えば

教育委員の方や地元の方とのつながりによっていろんなところを紹介し

ていただける、多分こういうふうなことを伝えていけば、山陽小野田市

が産業でどういった底地があって、こういうふうな感じで、町になって

いって企業が増えていったっていうのは分かっていくので、こういうキ

ャリア教育というのは、大変私はいいなとは思うんです。しかし、その

産業とか産業関係の人と学校と結ぶというのが、今の学校でそういうこ

とができますかね。 

 

長友学校教育課長 学校だけでは、やはり限界があると思います。ただ、現在、

山陽小野田市の学校は全て、コミュニティ・スクールとなっておりまし

て学校運営協議会が設置されております。学校運営協議会には、学校の

先生だけではなく、社会で活躍されている方であるとか、地元の名士の

方とかいろんな方がいらっしゃいますので、そうした方を通じて、今お

っしゃられましたいろんな企業又はいろんな人とのつながりができれば

良いというふうに考えております。 

 

奥良秀委員 例えば山陽小野田市は合併したまちなんですが、例えば厚狭地区

は厚狭地区の企業しか行かないよとか、小野田地区であれば小野田地区

の企業しか行かないよというのではなくて、やはり交流を持って、やっ

ぱり山陽小野田市の子供ということであれば、全てを網羅できるような

ことを、やはりキャリアアップでつなげていって、総体的に今、山田委

員からもありましたけど、言われていることはｅスポーツだと思うんで

すが、例えばこういったものを今度は理科大とつなげていって、全部総

合的にやっていくのがこういうふうなキャリア教育だと思います。例え

ば、それに特化したような方を一人専門的に付けるという考えはないで
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すかね。とてもいいことだと思いますんで、そういったやっぱり専門的

な方が一人いらっしゃったほうがいいと思うんですが、いかがでしょう

か。 

 

長友学校教育課長 おっしゃるとおり、そういうふうに専門に取り仕切られて

いる方がいらっしゃるのは大変理想だとは思いますが、学校には地域と

結んでくださるコーディネーターの方も多数いらっしゃいます。まずは、

そうした方々とよく連携を図りながら広げていきたいと思っております。 

 

伊場勇副分科会長 キャリア教育については、新しい職がどんどん出てきて、

選択肢が相当増えているので、早いうちから職業について少しでも触れ

ることは大変大事なことだと思いますし、そういった中でやっぱり課題

としては学校単位で行うのであれば、その学校ごとに呼ぶ講師が偏って

しまうようなところもあると思うんです。予算を見ると５年後までで、

教育委員会としてしっかりやっていきたいんだというところがあると思

うんですが、まずこの講師の選定は、教育委員会がいろいろ準備するの

か、学校単位で決めていくのか。その辺どうなんですか。 

 

長友学校教育課長 講師を学校だけに任せると、今おっしゃられたようなこと

もありますし、なかなか限界もあると思います。教育委員会としまして

は、学校の要望を聞き、教育委員会も知恵を出し、一緒になって講師を

選んでいきたいと思っております。 

 

伊場勇副分科会長 差が出ないようなやり方がいいかなと思います。年間の回

数や、その対象学年は、具体的にどうなのか教えてください。中学校何

年生が対象であるとかです。僕は、以前、その職業講話に１回参加した

ことがあって、中学校２年生だったんですけど、もし、この計画の中に

理由があって、この学年で年間の回数等があれば、教えてください。 

 

長友学校教育課長 今まで中学校２年生を中心に進めておりました。学校とし
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ては中学校２年生を中心にカリキュラム組んでおります。ただ、規模の

大きな学校も小さな学校もありますし、小中連携も今進めているところ

ですので、中学校区を一つの単位と考えまして、そこの中で柔軟に対応

できればと考えております。 

 

山田伸幸委員 実際に、これに費やす事業時間といいますか。前後の準備とか

もいろいろあろうかと思うんですけど、大体どういったカリキュラムを

検討しておられるんでしょうか。 

 

長友学校教育課長 中学校のカリキュラムで考えれば、こういった話を聞くま

でに、それまでに自分は何になりたいのかとか、どういったことを目指

すのかとか、そうしたことを実際に調べたり自分でまとめたりというよ

うなこともあります。それらを中心に話を聞いた後に、さらに自分の思

いはどう変わったかとか、どのようにしていくのだろうかというような

振り返りというのもありますので、具体的に何時間ということは学校ご

とには変わると思うんですが、これが単発であるわけではなくて、いろ

んな学習と関連づけて位置づけられることと考えております。 

 

山田伸幸委員 山陽小野田市は、かるたによるまちづくりということを言われ

ておるんですけれど、こういったキャリア教育の中に組み込まれるよう

な考えはあるんでしょうか。 

 

長友学校教育課長 かるたもこのキャリア教育に入れております。 

 

中岡英二委員 職場体験、職場見学の中に企業訪問とかがありますが、この中

には、今、一生懸命やられている市民病院とか警察署とか消防署、その

他公務員とか議員の職場見学というか、そういうソーシャルワーカーに

近い人たちのそういう職場見学というのは考えられていますか。 

 

長友学校教育課長 職場見学は、基本的には子供の希望によるものですが、今
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までも病院に行ったり学校に行ったりと、そういった見学をされており

ます。 

 

河野朋子分科会長 結局講師は学校、それぞれ違うということですか。それと

も統一するということですか。どちらですか。 

 

長友学校教育課長 学校の希望に応じて行いたいと思っておりますので、統一

するということはないんですが、もしかしたら希望が重なれば同じよう

になる可能性もあります。あくまでも学校の希望を中心に考えていきた

いと思います。 

 

河野朋子分科会長 教育委員会として今、ある程度こういう方をというような

想定されている人がいらっしゃるわけではないんですか。どうなんです

か、その辺は。 

 

長友学校教育課長 教育委員会から、この人というと、また学校の思いと違っ

たり子供の思いと違ったりすることもありますので、この人というよう

な想定はしておりません。 

 

河野朋子分科会長 大体、もう質疑はよろしいですか。いいですか。(「はい」

と呼ぶ者あり)では、事業についての質疑は終わりたいと思います。次に、

審査事業３番スマイルサイエンス事業についての説明をお願いします。 

 

長友学校教育課長 スマイルサイエンス事業について御説明します。本事業は、

山口東京理科大学という地域の教育資源を最大限に活用し、小学生・中

学生にとって専門性の高い実験や高度な科学技術を体験できる機会を通

して、子供たちの科学に対する興味・関心を高め、未来に飛躍する人材

の育成につなげることを目的としています。そこで、山口東京理科大学

の地域開放日、本年度は令和３年９月２６日の日曜日になりますが、こ

の日に市内小中学校理科作品展を実施します。大学の地域開放日に併せ
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て実施することにより、大学の設備を見学したり、大学が用意する体験

教室に参加したりすることができ、科学への憧れや関心・意欲が高まる

と考えています。また、こうした体験が小中学生に将来への夢や希望を

抱かせるきっかけになることも期待しています。予算としましては、消

耗品として２３万円、印刷製本費として２万円、会場の準備や撤去を含

み会場設営委託料として２５万円を計上しています。以上で説明を終わ

ります。 

 

河野朋子分科会長 説明が終わりましたので、委員からの質疑を受けます。 

 

山田伸幸委員 これまでであれば、サンパークを会場にして、いろんな企業と

か高校なんかも入ってきてやっていたんですけど、そういったものもこ

の中に取り入れられるということなんでしょうか。 

 

小野学校教育課主幹 昨年は実施できませんでした。一昨年度までは、高校、

地元の企業等を招いてブースを開いていただいておったんですけども、

今年度につきましては理科大との協議の上、理科大のみでブースを開設、

そして科学体験を実施するという方向で話を進めております。以上です。 

 

伊場勇副分科会長 山口東京理科大学の学生との小中学校の交流というのは、

今までもされていたと思うんですが、さらに、その成果というかお披露

目、もっと連携を充実させるためにこの作品展、科学体験を行うと。な

のでしっかりと予算を付けてということでよろしいですね。 

 

長谷川教育長 この度、会場をサンパークから山口東京理科大学に移す意図と

して、本市の小中学生が、山口東京理科大学を訪れたことがないんじゃ

ないかということがあります。本市に大きな大学があるわけですから、

その大学というものの存在をしっかり子供たちにも意識してもらいたい。

バスで運んで、そこの見学をするということも可能なんですけども、そ

れよりは、かがく博覧会を大学の会場でやることによって、足を運んで、
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大学ってこんなところなんだなと思ってもらい、将来の進路選択の一つ

に加えてもらえるといいなという思いもここにあります。 

 

山田伸幸委員 今までのかがく博覧会に何度か行ったんですけれど、会場全体

でいろんなことが行われていて、非常にざわざわしているなという印象

があったんですけど、やはりどこかのメインのところで大規模な見せる

科学実験みたいな、そういったものもあると、より興味関心も湧くでは

ないかなと思うんです。やはりそれぞれの実験室とか研究室とかでやら

れているものをただ単に紹介するだけだったら、見学と変わらないと思

うんです。スマイルサイエンスで、せっかく大学に行くわけですから、

子供たちが目を輝かせるようなものが必要ではないかなと思うんですけ

れど、何か検討はされているんでしょうか。 

 

小野学校教育課主幹 先ほど、見せるメインのようなものがあればいいのでは

ないかとかいうお話を頂きましたが、現段階では、まだその詳細につい

ては、話を煮詰めておりません。理科大と更に煮詰めていく際に、先ほ

ど山田委員から御指摘いただいたことを話題にしながら、大々的にと思

えるような驚きのあるブース、そして、小さなものかもしれないけども、

見るだけでも感動できるものってあるんですよね、各研究室で電子顕微

鏡を見るとか。そのようなものに触れる機会になるように、仕組んでい

きたいと考えております。 

 

中岡英二委員 ちょっと開催の仕方で分からないことがあるんですが、会場は

理科大ですけども、生徒は授業の一環として全員で行くのか、それとも

大学がこういうサイエンス事業をこの期間やるから、皆さん、親と一緒

に来てくれという、そういう実施の仕方なのか、お聞きします。 

 

小野学校教育課主幹 中岡委員がおっしゃられた後者になります。保護者に連

れてきていただいて、見学、体験ということになっております。 
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河野朋子分科会長 はい、ほかに。よろしいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)

この事業について質疑はもうないですか。(「はい」と呼ぶ者あり)それ

では、３番の事業についての審査を終わりたいと思います。続きまして

４番のふるさと文化遺産登録活用事業について審査します。 

 

舩林社会教育課長 社会教育課から審査対象事業４番、ふるさと文化遺産登

録・活用事業について御説明します。審査資料の１１、１２ページ、補

足資料の１３ページをお開きください。山陽小野田市ふるさと文化遺産

は、地域の財産として親しまれ、大切にされている文化的財産を再発見

し、世代を超えて受け継がれ、地域の歴史や風土に根ざしたストーリー

性のある概念を登録するものです。平成２６年度から令和元年度までに、

「寝太郎」・「竜王山」・「小野田セメントと笠井家」・「高泊開作」

の４件を登録し、それらを１冊にまとめた冊子を製作し活用を図ってお

りましたが、令和２年度に新たに５件目となる「山陽道」を登録しまし

た。この「山陽道」の資料については、昨年度は、庁内の印刷機で印刷

し、冊子に追加して、ふるさと文化遺産の講演会などで活用を図ってい

ますが、庁内の印刷機でも恒常的に経費が掛かるため、この度、この「山

陽道」の資料について印刷を発注しようとするものです。資料の１３ペ

ージを御覧ください。ふるさと文化遺産「山陽道」の資料について少し

説明していますが、これは全２０ページでフルカラーとなっており、５

章立てで、古代から現代までの山陽道の歴史や変遷を解説したものとな

っています。今年度はこの資料を３００部印刷する予定です。なお、昨

年度から、ふるさと文化遺産のファイルを１冊５００円で講演会などを

通じて販売しており、今年の５月１０日までで１８１冊を販売していま

す。活用につきましては、昨年度は山陽道をテーマとした講演会を６会

場で開催しました。また学校とも連携を図り、市内中学校１校で出前授

業を開催しました。今年度も公民館や学校で、同様の取組を実施するよ

うにしています。また、昨年度、学校教育課と連携し、新規採用２年目

の先生を対象とした地域資源開発研修に「ふるさと文化遺産」をテーマ

として取り上げていただき、フィールドワークなどの研修を行いました。
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この取組についても、今年度も実施する予定となっています。予算につ

きましては、歳出で「山陽道」の資料印刷費９万９，０００円、歳入で

は同額の、図録等売払収入９万９，０００円を計上しています。今後も、

地域への誇りや愛着を育み、市民の郷土愛の醸成を図るため、ふるさと

文化遺産の登録・活用を進めてまいりたいと考えています。以上で説明

を終わります。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 はい、説明が終わりましたので、この事業についての質疑

を受けたいと思います。質疑はありますか。よろしいですか。質疑はあ

りませんか。 

 

笹木慶之委員 ふるさと文化遺産の編さんなんですが、これはどこでどのよう

に決めて、しているんですか。 

 

安藤社会教育課文化財係長 ふるさと文化遺産のテーマについては、基本的に

は文化財審議会の委員の皆様からの御意見も頂きながら、あとは課内で

今後はこういったテーマに沿ってストーリーを作っていこうというよう

な、ある程度の基本的な案はあります。その中で、ストーリーを作る中

で、皆様により知っていただきたい地域といったところをピックアップ

しながら、今回山陽道については、山陽地域が寝太郎だけしか今まで登

録がありませんでしたので、是非山陽の地域にも、皆様にこういったす

てきな場所があるというのを知っていただくために、今回はテーマを山

陽道としたところです。 

 

笹木慶之委員 ちょっと何か物足りない気がしますけどね。別にあなた方がさ

れたからいけないという意味じゃないんだけど、文化財審議会が中心と

なってのことなんですか。やはり市を代表するものの冊子ですからね。

だから、段階的に徐々に増やしていくということもいいんですけど、や

はりいろんな角度から見て、この本市の流れというか歴史がひも解かれ

るようなものであってほしいと思うし、それから、今いみじくも言われ



 53 

た山陽地区については、寝太郎うんぬんと言われたけど、それだけでは

ないですよね。たくさんまだあります。それこそ、毛利さんのことであ

るとか、あるいはもっと遡ると安倍貞任などと随分あるんですよ。だけ

ど、本当にどういう形で分析されて出しておられるのか、私は、まだこ

れを見ていないから、後で早速買います。やっぱり、しっかりきちっと

示してほしいと思うんですよ。例えば日ノ峰山を御存じですか。あるい

は昔の情報の伝達であるとか。いろんなものがあるんですが、だから、

過去の今までの編さんされた、そういう史実に基づいたものをしっかり

分析した中で作っておられると思っているんですけど、いいんですかね。 

 

舩林社会教育課長 このテーマの選定につきましては、社会教育課文化財係の

職員、それから歴史民俗資料館の学芸員が最初は主になって、次はこう

いうものがいいのではないかというようなことを検討しております。そ

のことを文化財審議会等にも御意見を頂きながらまとめていくというよ

うな手法を取っております。文化財審議会の委員におかれましては、い

ろんな知見をお持ちですから、その中では、また、その次はこういうも

のがいいのではないかという意見ももちろん頂きながら、拡張を図って

いきたいと思っております。 

 

笹木慶之委員 また言いましょう。 

 

山田伸幸委員 事業概要の中で、「地域の財産として親しまれ、大切にされて

いる文化的遺産を再発見し」とあるんですけれど、これはどういう観点

でこういう文章がここに書かれているんでしょうか。地域の財産として

親しまれるって、なかなか難しい表現がされているんじゃないかなと思

っているんですけど、再発見までするというわけですから、例えば具体

的にはどういったものがこれに値するのか。その辺をちょっと説明して

いただくとありがたいんですが。 

 

安藤社会教育課文化財係長 地域の財産を具体的にと言われますと、ちょっと
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なかなか難しいんですけれども、一般的に、やはり文化財というと指定

文化財が表向きには皆様御承知のものが多いと思います。ただ、指定に

限らず、未指定のものや地域にずっと伝わっているような、史実には残

っているけれども表には余り出にくいような、地域が知っているような

財産もたくさんあります。それらを私たち担当者で資料を作って、地域

の人以外の方にも知っていただく、そういった魅力的な資料を、このふ

るさと文化遺産を登録することによって、皆さんに御提供できるような

ものが作れればいいというところです。ちょっと難しい表現にはなって

いますけれども、そういった認識でおります。 

 

山田伸幸委員 例えば石束川の源氏ホタルだとか竜王山のヒメボタルとか、そ

ういったものも自然文化遺産ではありますけれど、そういったものも含

まれると考えてよろしいんでしょうか。 

 

安藤社会教育課文化財係長 今回のこのふるさと文化遺産は、個別の文化財を

登録するのではなくて、いわゆるその竜王山のヒメボタルでしたら、今

回、竜王山はもう既にテーマ登録しております。石束のホタルにしても、

その地域の自然をテーマにしたストーリー性のあるふるさと文化遺産の

登録の際には、そのテーマを入れさせていただくというような内容にな

っており、個別の指定ではありませんので、そこを御理解いただけたら

と思います。 

 

山田伸幸委員 冊子を作るということでした。庁内の複合機を使って印刷する

ということなんですけど、表紙等は何か魅力あるものになったんでしょ

うか。 

 

舩林社会教育課長 本日お配りすればよろしかったんでしょうが、こういった

もので、普通の紙ファイルではありますが、この紙ファイルに、それぞ

れあります。これがお渡ししたもの、山陽道になります。（発言する者

あり）その前に、そうですね、高泊開作、こういったものになります。 
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（資料配布） 

 

山田伸幸委員 せっかく中がカラーで、しかもコート紙とか使っていろいろ努

力されているんですけど、なぜ冊子にされなかったんですかね。ファイ

ルにしておられるというのは。 

 

舩林社会教育課長 順次追加していくということを考えておりますので、一つ

一つ出来上がる都度、その上に重ねていくということを想定しておりま

す。 

 

奥良秀委員 昔、ふるさと小野田とか何とかというような、白い表紙で、徳利

釜が載っているような感じで、それは旧小野田市のとき、旧小野田市の

歴史文化を全て網羅しているようなものがあったんです。そういったも

のを今からファイル的に、山陽小野田市のものを形成していくような感

じでよろしいんですかね。今からどんどん、また新しいものを継ぎ足し

ていくような感じですか。 

 

舩林社会教育課長 イメージとしてはそうのようなものだと思います。ただ、

完成形というのは、かなり長い年月が必要かなと思います。 

 

奥良秀委員 これは文化財の指定なんですけど、これは市が所有しているもの

だけですかね。それとも個人の方の市有地の中にあるものも指定されて

いくんですかね。どちらですかね。 

 

舩林社会教育課長 文化財の指定につきましては、所有者が市であっても、そ

れから個人であっても、指定に値するものは指定するという形になって

おります。 

 

奥良秀委員 今、皆さんもいろいろと言われたんですが、私も今回歴史民俗資
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料館にちょっとお伺いさせていただいて、窯に関してはかなりいい写真

が載っていたんですけど、現場に行ったらもうぼろぼろなんですよね。

だから、こういうふうな冊子を作られる際にも、やはりどういうふうに

残していくかも考えていただければ、また子供たちが見るときには、ま

たいい状態で見れると思いますので、その辺も考えて、こういうふうな

ものをやっていただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 意見ということで。現物を見て、またいろいろありますか。 

 

中岡英二委員 こんないい資料を作られて、販売される場所が歴史民俗資料館

だけですよね。（発言する者あり）ああ、そうですか。観光係は置いて

いるだけです。なぜ１か所なのか。確かに見本はありますね。でも販売

されるのは、たしか資料館だけですよね。もっと、違うところでも販売

されたらいいんじゃないかなと思うんですが、なぜ１か所なのかお聞き

します。 

 

舩林社会教育課長 金銭の取扱いということに関して、ちょっと難しい面があ

りますが、今後研究してまいりたいと思います。 

 

中岡英二委員 私もこの資料読ませてもらったんですが、すごくいいものだと

思いますし、歴史に関心のある方は欲しがるものだと思います。そうい

うのを広げていくためにも、是非とも、やはり１か所ではなく、確かに

金銭の取扱いはあるかもしれませんけど、そういうのを乗り越えて何か

所かで販売されて、販売の部数を増やしていくような方向で考えていか

れたほうがいいのではないかなと思います。これは意見です。 

 

山田伸幸委員 先ほどの説明で、足していくと言われたんですけれど、まとま

った順に小冊子で出したほうがいいんじゃないかなと思いました。あと、

いずれ御自分でとじられればいい話で、ファイルを見た瞬間に何かちょ

っと。せっかくの財産的価値が非常に低くなるんじゃないかなというの
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を感じました。もったいないと思います。それと今ちょっと読んで、こ

れはうそがあるなというのもありましたので、後で言います。 

 

河野朋子分科会長 ほかにありますか。いいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)

４番の事業についての質疑はないということで、事業についての質疑が

全て終わりました。それでは、歳出に係る質疑ということで、予算書に

入りたいと思います。２６、２７ページと２８、２９ページですね。そ

この予算書に係ることで質疑があれば受けます。 

 

山田伸幸委員 需用費、それから委託料、これは具体的にどういったものなの

かちょっと説明してください。 

 

河野朋子分科会長 説明をお願いします。どなたがされますか。（「２７ペー

ジ」と呼ぶ者あり）の需用費と委託料についての内訳をお願いします。 

 

岡原教育部長 １０款１項３目指導研究費の需用費と委託料でよろしいでしょ

うか。(「はい」と呼ぶ者あり)こちらの需用費は、スマイルサイエンス

の消耗品として、科学作品展の授与記念品、それから表彰状代等を含ん

でおります。それから、印刷製本費は先ほど御説明しましたとおり、当

日の配布のチラシの印刷代となっております。それから、委託料なんで

すけれども、こちらのバスの運行業務委託料は、これはちょっと今日の

……変わります。 

 

長友学校教育課長 委託料のうち、バス運行業務委託料につきましては、これ

は、埴生と津布田の学校の交流において使われるものです。会場設営委

託料は、これは先ほど説明しました会場の設営及び撤去を含めた会場設

営についての委託料でございます。スマイルサイエンスにおいて、山口

東京理科大学で会場、かがく展を開催するに当たり会場設営するときの

会場設営委託料になります。 
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河野朋子分科会長 いいですか。今の件、ありますか。２８、２９ページもあ

りますか。 

 

山田伸幸委員 社会教育費の社会教育総務費で、修繕料と工事請負費というの

があるんですけど、これはどういった内容ですか。 

 

舩林社会教育課長 修繕料工事請負費は、国指定文化財となっております高泊

開作浜五挺唐樋の保存修復事業に係るものでございます。唐樋の汚泥を

取りまして、招き戸とろくろを修繕するものでございます。 

 

山田伸幸委員 その下の公民館費の工事請負費をどういったものでしょうか。 

 

舩林社会教育課長 こちらにつきましては、赤崎公民館の屋根の防水改修工事

に係るものです。 

 

山田伸幸委員 浜五挺唐樋については、文化財としても貴重なものであるとい

うのはよく分かるんですけれど、それから観光面での連携が、まだまだ

弱いんじゃないかなと思っているんです。そういった担当課同士での話

合い等はされていないんでしょうか。 

 

安藤社会教育課文化財係長 国史跡の浜五挺唐樋については、今ちょっとコロ

ナで中止にはなっておりますが、観光部門との連携事業として、産業観

光のツアーに毎年、高泊開作の遺構もめぐる産業観光ツアーの一つの立

ち寄り場所として、唐樋を選んでおります。そのほかにも、こちらの史

跡を山口市と一体となって国の史跡に登録いただいておりますので、山

口市は今、大規模な観光の整備を進めていらっしゃいますので、一緒に

なった、連携した事業を、今担当者レベルではありますが協議を進めて

いる段階です。以上です。 

 

河野朋子分科会長 ほかに。２９ページまでありますか。 
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中岡英二委員 勘場屋敷というのがありますよね、高泊の。何か月か前ちょっ

と行ったときに、かなり破損していましたが、修復される予定はあるん

ですか。 

 

舩林社会教育課長 おっしゃるように勘場屋敷については、ちょっと故障とい

いますか壊れている部分があるのは間違いありませんが、我々の手で修

復できるところは補修、修繕をしております。昨年も、余りお金を掛け

ずに修復をしておりますが、大々的な改修工事というのは計画がちょっ

と立たないような状況です。と申しますのは、やはり指定文化財ではな

く、指定されていない史跡ということになりますので、どうしても優先

順位的には下のほうになってしまいます。 

 

河野朋子分科会長 ２９ページまでのところで、質疑はいいですか。(「はい」

と呼ぶ者あり)なければ、（発言する者あり）どこの全体ですか。教育委

員会ですか。（発言する者あり）審査番号②番をこれで終わりたいと思

いますけど、よろしいですかね。笹木委員、何かありますかね。 

 

笹木慶之委員 今これを見せてもらったんですけど、これをやっぱり権威のあ

るものにしたほうがいいじゃないですか。（発言する者あり）権威です。

ただ、これを見たら、教育委員会だけしか書いていないわけ。普通、こ

ういうのを編さんしたときには、例えば文化財審議会での委員の名前で

あるとか、やっぱり発刊者が責任を持ってということが、かつてのこう

いった発刊をしたものには全てあったと思うんですよ。ただ、これは文

化財の中に入っていないということだから、文化財審議会が責任を持っ

ておられないかもしれないけれども、要は何か教育委員会が出した冊子

みたいな感覚になってしまっているんですよ。だから、例えば、県のそ

ういったところにも相談もするしというようなことの中で、もう少しや

っぱり箔のあるものにしたほうがいいんじゃないかなと思います。確か

に参考文献というのは書いてありますけど、それは人が書かれたものな
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んであれですが、一応意見として言わせてもらっておきます。 

 

河野朋子分科会長 という意見が最後にありましたので、受け止めていただい

て、それで、審査番号②番まで全て終わりましたので、本議案の分科会

としての審査を以上で終わりたいと思います。お疲れ様でした。 

 

午後２時３分 散会 

 

令和３年（2021 年）５月２５日 

              

  一般会計予算決算常任委員会総務文教分科会長 河 野 朋 子   


